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SN 2016bkvと SN 2017czdについて、特異なふるまいを示すことが分かった。この 2天体を詳
しく解析し、爆発パラメータや親星の情報を導出することで、II型超新星の親星に関し、未だ
不明となっている問題を探ることを目指した。















次に、我々は光度進化の速い超新星 SN 2017czd観測を行った。SN 2017czdはスペクトルに
水素の吸収線を示すため II型超新星に分類されたものの、爆発∼20日後に急減光を示した。そ
の後∼20日間における減光量は 4.5等で、他の典型的な超新星よりも圧倒的に速い。Vバンド

















後の詳細な観測例の蓄積が待たれる。また、SN 2016bkvと SN 2017czdはどちらも放出された
エネルギーや生成された 56Ni 質量は小さかった。一般に、親星の質量が多ければ、爆発エネル
ギーや生成される 56Ni 質量は大きくなると考えられることから、この 2つの超新星では、爆発
の際に爆発エネルギーや 56Ni が何らかの機構で失われる必要がある。この現象は爆発の規模が
小さかったため、爆発中心付近にある多量のイジェクタが重力を脱することができず、フォー
ルバックして放出されなかったと考えられる。フォールバックする超新星は理論的に予想され
てはいるものの、実際にそう同定された観測例は極めて少ない。今回の 2例はフォールバック
によってうまく説明できる可能性がある。より確からしい証拠を得るには、爆発直後の観測に
加えて、爆発中心部を直接見透かすことが可能となる、爆発後期（減光後)の分光観測例が多
数求められる。
